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る点から、まずは 2016 年度の勤労者世帯 1 世帯当たりの 1 ヶ月間の実収入に着目すると、
北九州市は 503,257 円となっており、政令指定都市及び東京都区部を含めた大都市間では
第 15 位である（図 1）。順位的には低めではあるが、中位グループという位置づけが妥当で
ある（表 1）。したがって、決して勤労者世帯の収入が低いという訳では無いと言える。 
 
図 1 実収入(勤労者世帯１世帯当たり 
１か月間、単位：円) 
 




表 1 勤労者世帯実収入の概要 




度数 21 値 503,257 
平均値 526,449 平均値との差 -23,192 
中央値 529,946 中央値との差 -26,689 
最小値 419,919 最小値との差 83,338 

























































































































































数式 2 勤労者世帯実収入と保護率の回帰式 
 




なることを踏まえて、両方のデータの単位をそろえるために、データを 0 から 1 の間に収
める正規化を行った 3)。正規化したデータを基に、SPSS を用いて階層クラスタ分析（Ward
法、ユークリッド平方距離）によって 4 クラスタに分類をした（図 3）。その結果、北九州
市はクラスタ 2 となった。 
 

















































1 0.52 0.51 
2 0.24 0.30 
3 0.67 0.19 
4 0.24 1.00 
合計 0.50 0.32 
 
 各クラスタの特徴をつかむため、正規化した実収入と正規化した保護率の各クラスタの































































 図 5 のように、北九州市における身体障害者数は 50,636 人で、人口千人当たりの身体障
害者手帳所持者数は最も多い 53.0 人である。 
 身体障害者の障害分類について見ていくと、図 6 のように肢体不自由が 49.1％と最も多
い。次いで内部障害が 33.7％、聴覚平衡機能障害が 9.1％、視覚障害が 6.8％、そして音声
機能障害が 1.3％と続く。 
 
図 6 北九州市における身体障害の分類とその割合（N=50,636） 
 
 












さいたま市 堺市 福岡市 平均値 7.03 8.26 1.30 53.10 30.31
東京都区部 神戸市 度数 7 7 7 7 7
浜松市 岡山市 標準偏差 .757 .889 .208 .735 1.549
札幌市 横浜市 名古屋市 熊本市 平均値 6.54 8.15 1.18 50.63 33.46
千葉市 相模原市 大阪市 度数 10 10 10 10 10
川崎市 新潟市 北九州市 標準偏差 .406 .758 .244 1.797 1.661
仙台市 広島市 平均値 6.28 7.88 1.15 57.48 27.23
静岡市 度数 4 4 4 4 4
京都市 標準偏差 .932 1.269 .129 .189 2.109
平均値 6.65 8.13 1.21 52.76 31.22
度数 21 21 21 21 21























































 まず、北九州市における介護保険第 1 号被保険者数は 285,103 人で、そのうち認定を受
けているのは 61,898 人であり、認定率は 21.7％である。図 8 に示したように、北九州市の
認定率は第 4 位と高めである。 




図 8 高齢化率と要介護認定率の分布 
 
図 9 認定率と平均介護度の分布 
 
 





札幌市 堺市 北九州市 平均値 .4200 .6489
京都市 岡山市 福岡市 度数 9 9
大阪市 広島市 熊本市 標準偏差 .26814 .18449
仙台市 川崎市 平均値 .2950 .1117
さいたま市 静岡市 度数 6 6
千葉市 浜松市 標準偏差 .16502 .09559
東京都区部 新潟市 平均値 .8150 .2750
横浜市 名古屋市 度数 6 6






















































タ 1 に属している。 
 




ではあるが、図 10 のように 65 歳以上 1 人当たり介護保険給付費は第 6 位と高めに位置す
























































































 データは「ⅩⅥ 民生 13．介護サービス施設の在所者数及び居宅サービス利用者数」に
記載されている介護サービス施設の在所者数と、居宅系サービス利用の重複によるダブル
カウントを避けるために居宅介護支援の利用者数を、各大都市の 65 歳以上人口で割った利
用率を算出した結果を使用した（数式 3、数式 4）。 
 















層クラスタ分析（Ward 法、ユークリッド平方距離）によって 4 つのクラスタに分類をした。
図 11 は、縦軸に施設系サービス利用率、横軸に居宅系サービス利用率をとった二次平面上
に各大都市のデータをプロットし、さらに分類したクラスタを書き加えたものである。これ
によれば、北九州市はクラスタ 4 に属している。クラスタ 4 の特徴は、表 5 のように居宅
介護サービスの利用率が高く、施設系サービスの利用率が低めである。 
 







札幌市 相模原市 平均値 0.22 0.26
仙台市 新潟市 度数 10 10
さいたま市 浜松市 標準偏差 .07502 .14018
千葉市 静岡市 神戸市 平均値 0.98 0.48
川崎市 名古屋市 岡山市 度数 2 2
横浜市 京都市 福岡市 標準偏差 .03536 .21213
東京都区部 平均値 0.03 0.85
大阪市 度数 2 2
標準偏差 .04243 .21213
堺市 熊本市 平均値 0.48 0.23
広島市 度数 7 7
















図 12 一般診療所施設数と病院施設数の分布とクラスタ 
 
 








札幌市 平均値 75.8000 11.5500
熊本市 度数 2 2
標準偏差 11.17229 1.62635
仙台市 静岡市 堺市 平均値 82.6571 4.8000
横浜市 浜松市 度数 7 7
新潟市 名古屋市 標準偏差 4.27701 .76376
さいたま市 平均値 66.0000 3.9000
千葉市 相模原市 度数 4 4
川崎市 標準偏差 6.10792 1.27541
東京都区部 広島市 平均値 104.8625 7.1250
京都市 神戸市 北九州市 度数 8 8















































図 13 1 日の在院患者数と外来患者数の分布 
 
 
















































































 横軸に一般病院の１日平均外来患者数(人口 10 万人当たり)、縦軸に一般病院の１日平均
在院患者数(人口 10 万人当たり)をとった二次平面上に、各大都市をプロットしたのが図 13
である。人口 10 万人あたりでみると、北九州市は外来患者数は中位程度であるが、1 日平
均在院患者数（入院患者数）は第 2 位と高位であり、他の大都市と比べて入院患者が多い傾
向があると言うことが分かった。1 日平均在院患者数が多い背景としては、図 14 に示した
ように、北九州市は生活習慣病による死亡者数（対人口 10 万人）及び入院患者数（対人口




図 15 進路未定率（‰）の比較 
 




















































































ように専門学校への進学も加えるようになった 1975（昭和 50）年度から 2016（平成 28）年
度までのデータを基に、グラフを作成した。その結果が図 16 である。最小値 8.4‰（1982




2016 年の引きこもり調査を参考にしてみると、全国の 15 歳から 39 歳までの引きこもり者
のいる確率は 1.56％と言われており、進路未定率と単位をそろえると 15.6‰ということに
なる。これを引きこもりの定義による年齢区分の長さの 25 年間での平均値と進路未定率を


























Pearson の相関係数 1 -.640
** .167
有意確率 (両側) .002 .469
度数 21 21 21
Pearson の相関係数 .292 -.616** .848**
有意確率 (両側) .199 .003 .000












図 18 離婚率と高校進学率の分布 
 





































































率は下から 2 番目に低い。 
 
























































（本学 基盤教育センター 准教授） 
 
〔注〕 














stat/daitoshi/、2019 年 1 月 30 日時点） 
本論執筆中に、厚生労働省による毎月勤労統計の不正統計問題（https://www.mhlw. 




























月 31 日時点） 
6) 引きこもりの定義と引きこもり率については、内閣府若者の『生活に関する調査報
告書』（平成 28 年 9 月、内閣府政策統括官（共生社会政策担当）の「2.定義」
（http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/hikikomori/h27/pdf/teigi.pdf、2019 年
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